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女性に対する暴力をなくす運動 
 （パープルリボンキャンペーン）  

   令和６年１１月１２日～１１月２５日までの２週間 

 

各会場で関連の催しを行います 

《 市役所市民ホール 東館1階  》１１月５日 〜 １１月１１日 

女性に対する暴力をなくす運動のパネル展示などを実施します。児童虐待防止オレンジリボン 

キャンペーンと障害者虐待防止イエローリボンキャンペーンのパネル展示と同時開催です。 

《 伊勢崎駅前インフォメーションセンター 》１１月１９日 〜 １１月２９日 

女性に対する暴力をなくす運動のパネル展示などを実施します。 ※月曜日を除く 

《 いせさき明治館・旧時報鐘楼  》 １１月２０日 ～ １１月２４日 

女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、「パープル・ライトアップ」を 

実施します。 

《 伊勢崎駅南口駅前広場  》 １１月２５日 ～ １２月２５日 

冬の伊勢崎駅前イルミネーションの会場内で、パープルリボンを取り入れたイルミネーションを 

設置して、「パープル・ライトアップ」を行います。 

※詳しくは、伊勢崎市人権課（℡２７-２７３０）までお問い合わせください。  

 

 

 

 

 

 私には、障害者の叔父がいます。私が小学６年生の時まで、一緒に住んでいました。私の母の

兄なので、「おんちゃん」と呼ばれています。おんちゃんは、生まれつき言葉が話せない障害を

持っています。手話ができる訳では無く、普段は彼の独自のジェスチャーを使って自分の気持ち

を伝えています。 私は小学校３年生の時から、祖父母の家でおんちゃんと一緒に暮らしていま 

す。おんちゃんと暮らし始めた最初の頃は、特におんちゃんを特別扱いすることも無く、平和な

日々を過ごしていました。おんちゃんの知能は、だいたい５歳くらいで、少しわがままなところ

もありますが、暴力的では無く、優しい人で、私は大好きでした。おんちゃんは、お菓子が大好

物で、また、私の兄弟がゲームをしているところを観ることが大好きでした。無邪気な笑顔を見

ると、心がほっこりしていました。  

しかし、私が小学校高学年になった頃、おんちゃんが家族の一人であることが 急に嫌になっ

てきました。以前、私とおんちゃんが外で一緒に歩いているところを友達に見られたことがあり
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ます。その時、私は「障害者の隣を歩きたくない。 恥ずかしい。」と思いました。今、考えてみ

ると、きっとその時から私の心には 障害者への差別意識があったと思います。私達を目撃した

友達は、おんちゃんについて聞いてきたりはしませんでしたが、私はそれ以来、おんちゃんを避

けるようになりました。おんちゃんが私に何か伝えようとしても無視したり、八つ当たりしたり、

大好きなテレビゲームも観せなくなりました。おんちゃんは、よく本屋に行っていたので、私が

本屋に行く時は、遭遇しないかハラハラしていました。  

私が中学１年生になった時、おんちゃんが障害者用の施設に入ることが決まりました。それま

では、祖父と祖母が身のまわりの世話をしていたのですが、二人共もう８０歳を超えて、体力的

に世話が難しくなったからです。私は内心、おんちゃんと離れることが嬉しかったです。友達に

は、おんちゃんのことは内緒にしていた訳ではありませんでしたが、何となく知られたく無い気

持ちがあって黙っていました。おんちゃんがいない生活にすっかり慣れた、中学２年生の春休み。

おんちゃんのいる施設から連絡が来ました。最近、食欲が無く、一日に一食も食べ物を食べてい

ないというのです。すぐに病院に行って色々な検査をしました。おんちゃんは、末期のぼうこう

ガンでした。家族全員、衝撃を受けました。余命は１ヶ月から２ヶ月と診断されました。 

入院する病院を探す間、少しの間おんちゃんは家で 過ごすことになりました。私が目にした

おんちゃんは、本当につらそうでした。 想像以上でした。一日中、嘔吐をして、食べても全て

吐いてしまいました。どんな言葉をかければよいのか分からず、私はまたおんちゃんから逃げま

した。入院する病院が決まって、入院する２、３日前のこと。その日、私は友達と遅くまで遊ん

で、いつもより遅い時間に帰宅しました。手を洗って、私が少しくつろいでいた時、母が私に言

いました。「おんちゃんが、あなたがいつも着ている洋服を指差して、『まだ帰ってこないの？』

って心配してたんだよ。ずっと待ってたの。」 その瞬間、私は涙があふれそうになりました。私

はおんちゃんにひどいことをたくさんしたのに、おんちゃんは、私のことをこんなにも想ってく

れていたのです。嬉しい、ごめんなさい、ありがとう。言葉にならない感情でいっぱいになりま

した。その後、おんちゃんの入院生活が始まりました。日に日に弱々しくなっていく姿を見るの

は悲しかったですが、私は逃げませんでした。１週間に１回はお見舞いに行き、優しい言葉をか

け、おんちゃんの手を握りました。彼が私にしてくれたように。余命宣告を受けた２ヶ月後の、

ある日の夜。おんちゃんは、息を引き取りました。亡くなった顔は、とても穏やかで、微笑んで

いる様にも見えました。苦しまずに逝けたのかなという気持ちと、おんちゃんがいなくなった悲

しみが一気にあふれ出して、私は泣きました。いつも冷たい態度をとって本当にごめんなさい。 

私は、おんちゃんが大好きでした。 障害者だからといって、差別をすることは絶対に許されま

せん。障害者の方達は、私達と同じひとりの人間です。私も少し前までは、差別をするひとりで

した。でも、おんちゃんが私に教えてくれました。見た目や能力が違っていても、人は 皆「心」

を持っていて、平等なのだということ。その違いを互いに認め合い、尊重し、手と手を取り合え

たのなら、きっとこの世界に差別は無くなると思います。 人と違うことは当たり前で、決して

悪いことでは無いのです。私は、おんちゃんのように優しい人になりたいです。  

 

 「隣保館報」･･･人権・同和問題を扱った記事を主体に年４回発行。人権・同和

問題を見つめてもらうため、日常的な問題に焦点をあて市民の皆さんに理解と

関心を高めてもらうための広報活動です。 


